
【秋深まり、高原の風爽やかに】

【秋の夜はにぎやか！「夜の鳴く虫観察会」】
　少しづつ秋が深まるにつれて、夜がにぎやか

になってきました。9月11日の夜、久斗山自然

教室「夜に鳴く虫の観察会」を開催しました。

コロナの緊急事態宣言中ということで、参加は

地区の子供と保護者だけ10名。午後5時半に

始めて、8時には閉会にしました。暗くなるま

で1時間ほどクツワムシやコオロギなど、事前

に採集してある虫を間近で観察しながら、雌雄の違いなどを勉強し

ました。ユーチューブで種類ごとに鳴く声の違いなども聴き分けた

りしました。6時過ぎには空が夕焼けになり、観察に出発しま

した。出発前にはヤマビル対策も入念に！すでに

枝先でアオマツムシがうるさく鳴いており、網で

すくうと、尾が長く奇妙な姿のオオクワゴモドキ

の幼虫が入りました。虫探しに熱中していると、

すぐにタイムリミット。この夜、ツユムシやエン

マコオロギ、カマキリなど十種以上の多くの昆虫

が見つかり、名残惜しみながら閉会にしました。
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今月は稲刈りという大仕事があり、不安定な天気の中でそれに追われているうちに、すっかり秋本番となって【ご挨拶】

いかと思います。ワクチン接種者も増えてきています。不自由な状態も、あと少しの辛抱です。

　季節の移ろいは標高の高い山の上から先にやってきます。町内にある上山高原のススキ草原は、一足先に秋を迎えていまし

た。ここでは、夏から秋の初めに麓の村から牛をつれてきて放牧が行われます。牛はススキの葉先を食べて堅い茎を残し、や

がて穂が伸びて花がつき、秋が深まると銀色の穂先が風になびきます。その頃に高原を訪れて、秋風を感じてみてください。

しまいました。収穫の季節となり、山から海の幸まで、町内の豊富な農産物や海産物は、たっぷり味覚を楽しませてくれます。

読書の秋でもあり、秋の夜長を一冊の本が無限の世界に誘ってくれます。今月末まで延長となった緊急事態宣言、いつ終わる

とも知れないコロナ禍ですが、考え方によっては、これまで知らなかった新温泉町内の身近な事を再発見するいい機会ではな

上山高原の草原に放牧された但馬牛のシルエット（9月5日）。

ツユムシ

オオクワゴモドキの幼虫 エンマコオロギ



【町の博物館その1：『但馬牛博物館』】 【天気悪く、稲刈り難儀】
　県立但馬牧場公園に隣接 　秋の天気は変りやすいとした

するこの博物館は、平成30 ものですが、今年はお盆明けか

年4月にリニューアルしま らずっと不安定な天気でした。

した。但馬牛の実物の骨格 秋も深まり、いよいよ稲刈りの

標本や大画面の映像展示に 時期となりましたが、日中は日

より、他に類を見ない但馬 射しがあっても夜は雨が降る事

牛の特徴がより解りやすく があり、田んぼが乾かず、ジルくてコンバインなどが走行しにくく、

展示してあります。また、 倒伏している田んぼでは藁が詰ったりして、どの農家もかなり難儀し

平成31年に美方地域但馬 ました。でも今月中には収穫が終わりそうです。お疲れ様でした。

牛システムが日本農業遺産 【山の実り、今年は不作！？】
に認定されたことにより、 　9月12日は「栃の山の口」でした。以前なら、早朝に区長さんが“口

今年の6月に『農業遺産体験 切り”を宣言したら多くの村人

館』がオープンしました。当然、 が競争で奥山に入り、栃の実を

この博物館と当地の中村牧場 拾ったものですが、近年はシカ

さんと関係が深いです。因みに、 が食べて、ほとんど落ちていま

9月24日は第90回美方郡種牛 せん。今年は、実りも少なく、

共進会が開催されます。 行く人は無かったそうです。

○令和3年　 10月の行事

久斗山大杉神社・境神社　祭礼

登山体験「文太郎の碑めぐり」（9：00～12：00　加藤文太郎記念図書館）

「芋掘り体験と畑の生き物観察」（9：00～12：00　久斗山地区公民館行事）

「扇ノ山紅葉登山」（9：00～15：00　上山高原エコミュージアム）

1日（金）

　　☆久斗山公民館　【お問い合わせ・連絡先】　新温泉町久斗山628　山本一幸　（℡0796-85-0118）
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クラシックパークvol.21

Quintet Hの音楽の学校
・日時：2021年10月20日（水）

開場18：30 開演19：00

・会場：新温泉町文化体育館夢ホール

新温泉町湯990-8

・入場料：大人・・・・・・・・1,000円

高校生以下・・・500円

（全席自由）

・チケット販売所

加藤文太郎記念図書館

浜坂公民館・温泉公民館

【お問い合せ】

温泉公民館 Tel:0796-92-1870
主催/新温泉町・新温泉町教育委員会
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キンミズヒキの花

共進会に出場する中村牧場の牝牛

農業遺産体験館の展示

但馬牛博物館の展示
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